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 本稿ではこの SK 氏の内省記述資料を紹介する。四つ仮名だけでなく合拗
音・敬語についても触れるので、それも併せて紹介する。また、四つ仮名に
しぼって、上記高千穂町内の伝説・民話集や方言集、それへの SK 氏の注記
を検討する。さらに SK 氏の会話録音資料によって音声実態の一端を探る。 










































































































者 1 名で調査地点に加えているが、藤井 1956 は掲載せず）。 
3.高千穂町岩戸永之内の方言－四つ仮名を中心に－ 
3.1 本稿の中心的な資料 






仮名を中心とする修正・注記である。氏は 19 才まで同地、19 才から京都市
在住。SK 氏の資料は以下のような経緯で作成されたものである。 



















の方は依頼どおり、後に SK 氏にこれを返送した。その結果、SK 氏の一連
の資料はすべて SK 氏の元に戻り、SK 氏の没後はその子孫の方に伝わった。
SK 氏は①③についてはおそらく読む機会がなかったのではないか。 
なお、SK 氏は上記作業をしたときに 88 歳から 90 歳頃だったが、非常に
元気であった。手書きの文字も乱れていない。 
3.2 高千穂町岩戸永之内出身の SK氏の方言に関する内省記述資料 
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 表 1 と表 2 に結果をまとめ
た。表 1 は各資料の四つ仮名
が一致したもの、表 2 は一致 
しないものである。 














じ じ じ # 14 じ 17 じ じ － # 3 
じょ じょ じょ # 4 じょ 5 じょ じょ － # 1 
ず ず ず # 10 ず 13 ず ず － # 3 
ず、
づ ず、づ ず、づ # 1 
ず、
づ 1 
ずぃ ずぃ ずぃ # 1 ずぃ 1 
ぢ － － # 1 ぢ 1 
づ づ － # 5 づ 7 づ づ づ # 2 
じ じ じ し 1 
じ 40 
じ じ じ じ 26 
じ じ － じ 9 
じ じ じ じ# 2 
じ じ － じ# 2 
じゃ じゃ － じゃ 2 じゃ 3 じゃ じゃ じゃ じゃ 1 
じゅ じゅ じゅ じゅ# 1 じゅ 1 
じょ じょ じょ じょ 2 じょ 3 じょ じょ － じょ 1 
ず ず ず ず 21 
ず 39 ず ず － ず 13 
ず ず － ず# 5 
ぢ ぢ ぢ ぢ 3 
ぢ 7 ぢ － － ぢ 1 ぢ ぢ － ぢ 1 
ぢ ぢ － ぢ# 2 
ぢゃ ぢゃ － ぢゃ 1 ぢゃ 2 ぢゃ ぢゃ ぢゃ ぢゃ 1 
ぢょ ぢょ ぢょ ぢょ 1 ぢょ 2 ぢょ ぢょ － ぢょ# 1 
づ づ づ づ 9 
づ 25 
づ づ － づ 8 
づ づ － づ# 5 
づ づ づ づ# 2 
づ － － づ# 1 



























































ぢ じ － じ 1 ぢ←じ × 1 
じず じず じ じず 1 じ･ず ○ 1 
じ じ じ ぢ 6 
じﾏﾏ × 10 じ じ － ぢ 1 じ# じ － ぢ 1 
じ じ － ぢ# 2 
ぢ じ － ぢ 2 
ぢ←じ ○ 7 
ぢ じ じ ぢ 2 
ぢ じ ぢ ぢ 1 
ぢじ じ じ ぢ 1 
ぢ じ － ぢ# 1 
じゃ じゃ － ぢゃ 1 じゃﾏﾏ × 2 じゃ じゃ じゃ ぢゃ 1 
ぢゃ じゃ － ぢゃ 1 
ぢゃ←
じゃ ○ 3 
ぢゃ じゃ じゃ ぢゃ 1 
ぢゃ
じゃ じゃ じゃ ぢゃ 1 
ぢゅ じゅ － ぢゅ 1 ぢゅ←じゅ ○ 1 
じょ じょ － ぢょ 1 
じょﾏﾏ × 2 じょ じょ － ぢょ# 1 
ぢょ じょ － ぢょ 2 ぢょ←
じょ ○ 3 ぢょ じょ じょ ぢょ 1 
ず ず ず づ 8 
ずﾏﾏ × 16 ず ず － づ 4 ず ず － づ# 2 
ず ず ず づ# 2 





づ ず づ づ 3 
づ ず － づ 3 
づ ず ず づ# 3 
づ ずづ － づ# 2 
づ ず － づ# 1 
ずづ ず ず づ 1 
ずづ ずづ づ # 1 ずづﾏﾏ × 1 
づ ず ず # 1 づ←ず ？ 1 






正「ずづ←ず」という 1 例は○に準ずると考え、そこに含めた。 


















 ② i 段と u 段の語数を見ると、「じぢ」と「ずづ」では後者のほうが多い。
しかし「じゃぢゃ、じゅぢゅ、じょぢょ」を「じぢ」に合わせると、i 段と
u 段の語数は伯仲する。語源から見た各仮名の語数は、以下の通りである：











表 3 語頭と語中の合流の遅速 
語頭一致 語源明確 19 語中一致 語源明確 88 





表 4 SK 氏の修正の具体例（語源が一応分かり、各資料表記が 1 通りの物） 















る つじちょる ぢ じ － じ   
デエージ デェジ じ じ － じ＃ 大変・大事な事 





じゃげな。 ぢ じ － ぢ   
カヂ カジ ぢ じ じ ぢ こうぞ【土佐ヂ】 
ワラヂザケ ワラジザケ ぢ じ じ ぢ 出発に際しての祝酒 
オンヂ・オ
ンヂボウ オンジ ぢ じ ぢ ぢ 
長男でないもの←主人
の弟 








ゃ じゃ － ぢゃ   
ヂャ[ワン] ジャ[ワン] ぢゃ じゃ じゃ ぢゃ そうだ（わ） 












ょ じょ － ぢょ   
メメヂョ メメジョ ぢょ じょ じょ ぢょ ねこやなぎの花 
コエヅカ コエズカ づ ず づ づ 堆肥を積んだ塚 
ゴウセヅリ ゴウセズリ づ ず － づ 家中皆んな連れ 
チョウヅバ チョウズバ づ ず ず づ 便所【手水】 
ハネヅクリ ハネズクリ づ ず づ づ 支度 
フウヅツミ フウズツミ づ ず づ づ ほほかぶり 
ヘコハヅシ ヘコハズシ づ ず ず づ 仕事が一段落する事 




ル づ ず ず づ かき集める 
ナヅル ナズル づ ず － づ なでる 
ヒヅウヒヅ
ウ ヒズヒズ づ ず － づ ひどく 













（タレ） づ ず ず づ＃ 役立たず 

















表 5 関口（1940）の四つ仮名関係語彙 




アジヨ 彼の人 アンジョで掲載 ○ 
イナカヅ 下品者 ナシ － 
オズイ 恐ろしい オズガルで掲載 ○ 
オンヂボ 次男以下の男 オンヂボウ←オンジボウ・オンヂボウ 
○←○
× 
カジムル 片付ける（ナヲス） カジムル ○ 
クウズル 病気が重くなる クウズル ○ 
コズイババ 産婆 ナシ － 
コンジヨ この人 ナシ（アンジョはあり、ジョ） － 
ズースヰ 雑炊 ズウシイで掲載 ○ 
ズンド 遂に[別項ツンド] ズンド、ヅンド △ 
セツボジル いぢめる セッポジルで掲載 ○ 
ヅウサリ なまけもの ナシ － 
ヅウサル 転ぶ ヅウサラケルなど掲載 ○ 
ヅウソ なまけもの ナシ － 
ヅボラクル ころぶ倒れる ヅウボラクルなどであり ○ 
ヅラカス 打つ ヅラカス ○ 
テンジク 天空 ナシ － 
ハンヅ 水がめ ハンヅ ○ 
ヒザボズ 膝頭 ナシ － 
ヒジンド 肘 ヒヂンド←ヒジンド ×←○ 
ヒヅクシ 終日 ヒヅクシ←ヒズクシ、ヒヅクシ ○←○× 
フユジ なまけ者 フユジ【寒がり】 ○ 
ボヂヤワイ 大変ですよ ナシ ○ 











口 1940 はフアフイフエで、フオを欠く－中井注－］」を引用するのみで、四 
つ仮名については言及がない。 
 次に甲斐（1973）はジだけでヂの例がないが、ズヅの例はともにあって区




表 6 甲斐（1973）の四つ仮名関係語彙 
語形 意味 SK 氏注釈←『伝承あまのいわと』 
SK 氏らと一
致するか 
いじくる あつかう ナシ － 
いずめえ 居ずまい イズメ ○ 
おじい 恐ろしい オジイ ○ 
おんじ 主人の弟 オンヂボウ←オンジボウ・オンヂボウ ○←○× 
かじむる 蔵する カジムル ○ 
くうずる こうずる クウズル ○ 
くわんじん 物貰い クヮンジンメシ ○ 
こんじょ この人 ナシ（アンジョはあり、ジョ） ○× 
じぎ 遠慮 ジギ ○ 





ずんど 遂に 遂に［別項目ツンドあり］ 
ズンド、ヅ
ンド 
せつぼじる いじめる セッポジルで掲載 ○ 
たじねえ 乏しい、少ない ナシ － 
ちょこじる くすぐる チョコジル ○ 
づうさり
（れ） 怠けもの ナシ － 
づうさる ころぶ ヅウサラケルなど掲載 ○ 
ひづくし 終日 ヒヅクシ←ヒズクシ、ヒヅクシ ○←○× 















作がある（「みやざきの 101 人」https:/www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/ 





































併せて 1 語とした。なお語頭の例で前に休止があるのはごく少数。 
語中ジ 13、語中ジャ 1、語中ジュ 19、語中ヂャ 3、語中ヅ 4；語頭ジ 7
（うち前にポーズがあるもの 3）、語頭ジュ 10（うち前にポーズがあるもの
1）、語頭ジョ 1（うち前にポーズがあるもの 1）、頭ヂュ 2（うち前にポーズ
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